
Challenge！ ～みんなの声～ （週末課題から） 

「国際日本学部」は、他に明治大学、東京外語大学にあります。各大学により

違いはありますが、日本人学生と世界各地からの留学生が一緒に学び、日本の

その先を考え、「日本と世界をつなぐ力」を身につける学部です。 

 

～シリーズ・学ぶということVol.２～ 

今回の大学は 

神奈川大学 国際日本学部（2020年 4月開設） 

   

 

 

 

 

神奈川大学の国際日本学部には 3つの学科があります。「学科横断型ゼミナール」

という手法で、多彩なテーマのゼミを、学科を越えて履修することが可能です。 

 

国際文化交流学科 

世界そして日本の文化を研究。「多文化を理解する」、「文化間の橋渡しをする」、「外

国語を運用する力」をトータルに磨ける。2 年次より文化交流・観光文化コース、言

語・メディアコース、国際日本学コースから 1 つ選ぶ。 

 ＊取得可能資格【日本語教員・学芸員】 

  

日本文化学科 

日本語のプロとして活躍するための表現力や伝達力を身につけることができる。日本

語や日本文学、舞台芸術、茶道や華道、食文化、宗教、思想、音楽、漫画、アニメなど、

多方面からの学びによって、日本文化の魅力に鋭く迫る。シナリオライター、ジャー

ナリスト、日本語教員のなど広範囲に。 

＊取得可能資格【教員免許状（国語） 日本語教員 社会教育主事 学芸員】 

 

歴史民俗学科 

地方文化を研究対象として、歴史学と民俗学を本格的に学修。地域に脈々と流れ続

ける歴史文化を守り、伝え、活かすことで広く社会に貢献する、これからの時代が

求める貴重な人材を育成する。街おこしや地域振興のキーパーソンを育てる。 

＊取得可能資格 【教員免許状（中学一種社会、高校一種地理歴史）学芸員】 

 

★日本語教師って何？ 

日本語学校などで、日本語を母語としない人々に対して日本語を教える教師のことで

す。学校の国語教師は日本語を母語とする児童や生徒を対象としているので、対象者・

教え方・その目的などが大きく異なります。*改正入管法の施行により、外国人労働者

の増加が見込まれる中、外国人への日本語教育の需要が高まると予測されています。 

 

*改正入管法 

これまで認められていなかった単純労働の労働力も含め外国人の受け入れを拡大するも

ので、少子高齢化による深刻な人手不足を解消することが目的です。政府は 2019 年度

からの 5 年間で最大 34 万人の受け入れを見込んでおり、特定の 14 業種（介護、建設

業、飲食業、農業、漁業など）で就労を認めています。 

 

 

 

●今週のニュース（鶴ヶ城ライトアップ）より  

 

 

 

 

 

●SDGｓの目標達成のために、みんなが取り組んでいること。（抜粋） 

 

 
・嫌いなものでも残さず食べる。   

・ごみをポイ捨てしない。     ・トイレットペーパーを無駄遣いしない。 

・マイストローを購入した。    ・水筒を持ち歩いている。 

・塩分を控えた食事をする。    ・LGBT の人たちに偏見を持たない。 

・物にちゃんと感謝して使う。   ・緑のカーテンを作ってみたい。 

・割り箸を使わない。       ・コロナが流行っている中、予防に努める。   

・町の清掃、防災活動に参加する。 ・海や川に行ったら、自分のごみを持ち帰る。 

・使っていない部屋の電気を消す。 ・いじめをしない。 

・男女の差別をしない。      ・花を大事に育てる。 

・海の汚染とならないために、油はそのまま流さずに布などで拭いてから洗う。 

・地球温暖化を悪化させないためにエアコンの設定温度は、25度にする。 

・世界で起きていることに関心を持ち、理解する。 ・募金活動を自ら呼び掛ける 

・国際部通信を読む。（ありがとうございます！）  

・レインボーグッズを広める。       など   

【Aさんの考え ２年】 

 私は以前、東田直樹さんが書いた本を読んだことがあり、自閉症について知りました。（中略）

世界自閉症啓発デーや発達障害啓発活動に合わせ、鶴ヶ城などがブルーライトで照らされることは、

多くの人に自閉症について知ってもらい、理解や偏見をなくす良い機会だと思います。世界の人々

が平等に暮らすために、このような活動が増え継続されることが大切だと考えました。 

【Bさんの考え ２年】 

普段のライトアップとは違う色で照らされる名所を目にすることで、少し立ち止まって

考える時間ができます。加えて、ブルーライトであるため、やさしい気持ちで自閉症や発

達障害と向き合える時間になると思います。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E5%AD%A6%E6%A0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AF%8D%E8%AA%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%99%E5%B8%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E8%AA%9E

